
① 信州大学「アルプス登山学演習」 Practice in Japanese Alps climbing
実習期間：平成２6年9月２日（火）～5日（金）３拍４日
実習場所：信州大学農学部附属アルプス圏フィールド科学教育研究センター西駒ステーション

（長野県伊那市大字伊那字小黒向日向）
内容：登山、渓流遡行、ザイルワーク、高標高地の生態調査方法を学ぶ。
詳細：http://www.fsc.miyazaki-u.ac.jp/foe/shinshu1.pdf

② 信州大学「山岳環境保全学演習」 Conservation of mountain environment
実習期間：平成２6年８月２6日（火）～８月29日（金）３泊４日
実習場所：信州大学アルプス圏フィールド科学教育研究センター西駒ステーション

（長野県伊那市大字伊那字小黒向日向）
内容：日本アルプスにおけるフィールドワークで、山岳自然環境の保全を学ぶ。
詳細：http://www.fsc.miyazaki-u.ac.jp/foe/shinshu2.pdf

③ 筑波大学・信州大学「雪上トレッキング・ネイチャー観察実習」 Snow Trekking & Nature Watching
実習期間：平成２7年２月3日（火）～２月6日（金）３泊４日
実習場所：筑波大学菅平高原実験センター（長野県上田市菅平高原1278-294）
内容：雪国生活、クロスカントリースキーやスノーシューによるアニマルトラッキング、自然観察
詳細： http://www.fsc.miyazaki-u.ac.jp/foe/shinshu3.pdf 「冬のフィールド管理演習」

本科目の目的は様々な生態系のフィールドで生き物について学ぶことです。
自然の生態系は実に多様であり、フィールドに行くことで生物学に限らない
様々なインスピーレーションや洞察が得られます。本科目では中部山岳域に多
様なフィールドをもつ信州大学と連携し、実習期間・フィールドの異なる下記
の3つの実習の中から好きな実習を1つ選択して受講します。

他大学生もこの実習を受講します。普段接する機会の少ない他大学生と交流
し、お互いの刺激としてみましょう。

連絡先
Contact

TWINS 上で本科目（01ZZ613）の履修登録を行った上で6月20日までにメールで受
講する実習を連絡する。そこで必要書類（学生災害保険加入書のコピー及び申請書）を
案内するので7月1日までにメールまたは郵送で提出する。
③の実習のみ12月15日まで募集する。ただし申し込み多数で選考する場合は一次募集
を優先します。

履修登録

単位 1単位

田中健太 Kenta Tanaka
MAIL： TEL：

写真：横塚眞己人（背景・上中の２点）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
平成２３年度大学院共通科目

森と草原で、生き物達の「にぎやかさ」を観る・測る
Observe & measure "full of life" in forest & grassland

単位　1.5単位

概要：
草原・針葉樹林・広葉樹林という異なる種類の生態系をフィールドとして、草本・樹木・菌・昆虫を対象に、種・分類群の同定や個体数・個体サイズ測定など、生物多様性とバイオマス（生物現存量）の野外調査を行う。得られたデータをコンピューターによって統計解析し、生物多様性やバイオマスの特徴を明らかにしながら、自然の変化や環境保全について考察する。

students do fieldwork about biodiversity and biomass in some different ecosystems such as grassland, coniferous forest and broadleaf forest, involving (1) identification of species or taxa for herbs, trees, fungi and insects, (2) counting and measurement of individuals and their sizes, (3) computer statistic analyses to characterise biodiversity and biomass, and (4) discussion　on fluctuation in nature and conservation for natural environment.

担当教員：
町田龍一郎・廣田 充・出川洋介・田中健太

持ち物：
着替え（洗濯機あるが洗剤要持参）・水筒・小型ザック・全身を覆うカッパ・野外で作業しやすい服装（肌の露出を控えること）・歩きやすい靴・帽子・常用薬・保険証またはコピー
あれば便利なもの：
折りたたみ傘・軍手・虫避けスプレー・虫刺され用外用薬・日焼け止め・デジタルカメラ

交通：http://www.sugadaira.tsukuba.ac.jp/guide/access.htmlに交通案内あり
・新幹線：東京発の長野新幹線で上田駅へ。上田駅から上電バスで菅平ダボスへ。徒歩20分。
・車：上信越自動車道「上田菅平IC」から約35分
・高速バス：各社あり。東京・新宿・池袋等発で上田駅へ。上田駅から上電バスで菅平ダボスへ。徒歩20分。

滞在費用（将太君へ土曜日の朝食代は400円）
宿泊費（5泊）\　＋食費(夕食5・朝食5・昼食4)\　=合計\　

日程：
9/12 13時半～14時半 受付、15時 講義室集合
9/13 草原・森の菌類（カビ・キノコ）
9/14 森林の植物
9/15 草原の植物
9/16 草原・森の土壌動物、データ解析
9/17 後かたづけ　10時解散

備考：
・9/5(月)までにTWINSで履修手続きをすること。
・キャンセルする場合、履修を取り消すとともに速やかに田中に連絡すること。
・9/6(火)以降のキャンセルは、原則として認められない（宿泊と食事の準備のため）。

実習場所：
筑波大学菅平高原実験センター
Sugadaira Montane Research Center, Univ. Tsukuba
〒386-2204 長野県上田市菅平高原 1278-294
TEL 0268-74-2002 FAX 0268-74-2016
http://www.sugadaira.tsukuba.ac.jp/index.html

連絡先：
田中健太
kenta@sugadaira.tsukuba.ac.jp
0268-74-2002
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